
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologlcal 　 SOCIety 　 of 　 Japan

Pl　79

北半球 夏季 季節 内振動 にみられる十年規模変動

＊

山浦 剛
1、梶川 義幸

1

　（
1
理研計算科学）

　遡 に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の SST の 差 を調 べ ると、統 計 的 に 有 意 な 差 はみ られ なか っ た。

　 熱帯 に現れ る季節内振動（ISO）は 30〜90 日 程度の 周期で 赤 これ は 1990 年代 か ら 2000 年 代 にか けて、晩 夏 にお ける熱 帯

　 道上 をゆっ くりと東進する 気象現象で あ り、特に北半球冬季 の イン ド洋の SST 上 昇が BSISOを強化 して い たことを支持する。

　 lSO は Madden −Julian振 動 （M亅0：Madden 　and 亅ulian フィリピン東部沖にみ られ た OLR 標準偏差の 弱 化領域は、対流

　 197ユ）と呼ばれ、熱帯域の 気象や気候の み ならず中高緯度に 圏 下 層 の西 風 の 弱 化領域と
一

致してい る。すなわち、モ ンス
ー

ン

　 まで 影響を及 ぼすこ とが 知られて い る 。

一
方で 北半球夏季 の トラフ に伴う対流圏下 層の 西 風の 弱化が BSISO の 伝播 を弱め、

　 ISO（BSISO ）は 、

．
東進 に加えてイン ド洋上 や西 部北 太 平洋 上 で 対流活動を弱 め た可 能性 が示 唆される。

　 北 進 す る こ と も 知 ら れ （Yasunari　 1979 ； ⊂hen　 and

　 Murakami　1988）、降水 の 日変 化 やア ジアモンス
ー

ン 活 動と 4・2000 　　か
」
2010 　　に 、‘　　　 BSISO

　密 接 に 関 連 して い る （Kajikawa　and 　Yasunari　2005 ： 前章と同様に ・ 2000 年代と 2010 年代間で 季節による十年規

　 lchikawa　and 　Yasunari　2008）。また ISO は、　ENSO やイン 模変動 の 違 い を調 べ た。そ の 結 果 ・初 夏お よ び 晩 夏 とも に

　ド洋ダイポ
ー

ル （IOD ）等 の より長 周 期の 変動を示 す海洋の 影 BSISO 活 動度の 差 は 5％ 有意で あっ た。初 夏 にお ける季 節 内

　響を受 け る ことが指摘 されて お り（Vincent　et　al，1998；
変動の 活動は・特に南シ ナ海お よび フ ィリピン 東部沖で 弱 化傾

　Ajayamohan 　et・al．2008 ）、熱帯の 気象を予測可 能性を向 向が み られ た ・こ の 間の イン ド洋お よび 西 部北太平洋に お ける

　上 させ る た め に ISO の 長 周 期変動に つ い て 理 解を深め る 必要
SsT に顕著 な差 はみ られ な か っ た 。 すな わち・1990 年代 か ら

　が ある。本研究は、Kikuchi　et　al，（2011 ）で 定義され た冬季と 2000 年代に顕著だっ た SST 上 昇に 由来する BSISO の強化メ

　夏季 の ISO 指数を用 い、　BSISO 活動 に 長期変動 がみ られ るか カニ ズム とは異 なるメカニ ズ ム で 2010 年代の BSISO 活動 が

　どうか、さらに 長 期 変動 が 存 在する な らばそ の 原 因 とな るメカニ
弱 化 して い た ことが 示 唆され る。2010 年代 の BSISO 弱 化 の メ

　ズム を明 らかにする。　　　　　　　　　　　　　　　　 カ ニ ズム をさらに 調ぺ ると・西 部北太平 洋域で B51SO の 北 進お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よび 東進が 弱 め られて い た。BSISO の 伝播 は 、140
°E で 北進

　Z ． E 　221LZEfitfilEiS　　　　　　　　　　　　　　　は ほとんどみ られず、 東進は 120 ° E以西 に限られて い た 。 対流

　本 研 究 で は 、Kikuchi　 et　al．（2011 ｝で 定 義 さ れ た 圏下層の 西 風 の 弱化 は 中央 熱帯太 平洋 か ら西部熱帯太 平 洋

　剛01BSISO指数
工を使用 した 。 その 他 、解析に用い たデータは に か けて 現れ て お り、モ ン ス

ー
ン トラフに伴う対流圏下 層の 西 風

　 次 の 通 り：（1）日平均および 月平均 NOAA 　OLR 、 （2）月平均 が 広 範 囲 で 弱 化 して い た ことが BSISO の 伝播 を大 きく妨 げて

’
亅RA −25／JCDAS再解析 、（3）月 平 均 Reynolds 　SST。期 間 は い た 要 因 として 考 えられ る。中央 熱 帯 太平 洋 か ら西 に伸 び る 西

　 1979 〜2012 年の 34 年間を用い た 。　　　　　　　　　　 風の 弱化領域が 生成 された原 因 は、中央熱帯太平 洋以東 に お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ける SST の 低下に依っ てい る可 能性が示唆され る。

一 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 BSISO ：Strength 　et 　PCS

　 図 1 は Kikuchi　et 　al，（2011）における BSISO指数か ら導 き

　 出 され た 夏 季 平 均 BSISO 活 動度 の 経年変動を 示 して い る。

　 2000〜2009 年 の 2000 年代に つ い て、1990〜1999 年 の

　 1990 年代に比べ BS ［50 活動の 平 均値は 大きく、顕著 に強化

　 されてい たことを示 してい る 。

一
方 2010〜2012 年の 2010 年 15

　 代 につ い て、2000 年代 と比 べ BSI50 活動の 平均値は 小 さく、
　 顕 著 に弱 化 して い たことが 分 か る。これ は、BSISO が 十 年 規 模

　 の 時 間 ス ケールで 変動 することを示 して い る。

図 1 における BSISOの 十 年 規 模 変 動 につ い て、その 季 節 依 存

性 を調 べ た。そ の 結果 、1990 年 代 と 2000 年 代 にお ける晩 夏

（8〜10 月）の BSISO 活 動度の 差は 5％有 意で ある
一

方、初 夏

（5 月〜7 月 ）の BSISO 活動度 には 統計的 に有恵な差は み ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e．5
れなか っ た。そこで季節内変動の 空間分布をみ るために、バ ン ド　　 tgeo　 19fi5　 1990　 1995　 aOOO　 2005　 2el°

パ ス フィル タを適用 した OLR の 標準偏差 の 強度分布 を調 べ る 図 1；夏季 （5 月 〜10 月 ）平 均 され た Bslso 指 数 （Kikuchi．et 、al．2011 ）の 1g

と、晩 夏 におい て 特にイン ド洋東 部で OLR 標 準 偏 差 の 強度が 79〜2012 年 間 の経 年 変動 。1990 年 から 10 年 ごとの 平 均 値を横 線 で示 してい

増 大 して い て い た 一方、フ ィリピン 東部沖の 一部で減 少 してい る
る・縦軸 は標準偏差横 軸は 年・

領域 が現 れ て い た 。 この OLR の 変化が 生 じた 原因を調ぺ る と、
熱帯インド洋で SST が 5％ 有意な 差で 上 昇 してい たこ とが分

かっ た 。この SST の上 昇が対流活動 を活発 化 させ、　BSISOを強

化 して い た ことが示唆され る。 さらに初夏 にお ける熱帯イン ド洋

1http：’fiprc．soest．hawaii．edutuserslkazuyoshBimoda ）＿ISO．html
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